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1995 93 68 25 5,501
1996 96 68 28 5,496
1997 98 69 29 5,496
1998 100 69 31 5,493
1999 104 70 34 5,481
2000 113 69 44 5,478
2001 119 70 49 5,479
2002 128 68 60 5,472
2003 138 68 70 5,450
2004 152 70 82 5,429
2005 175 76 99 5,418
2006 185 75 110 5,385
2007 192 74 118 5,313
2008 197 71 126 5,243
2009 205 71 134 5,183
2010 209 72 137 5,116
2011 210 73 137 5,060
2012 217 76 141 5,022
2013 221 77 144 4,981




年度 学科計 普通 専門
1995 130 87 43
1996 132 90 42
1997 135 92 43
1998 137 94 43
1999 140 99 41
2000 146 107 39
2001 153 113 40
2002 164 119 45
2003 172 129 43
2004 187 143 44
2005 212 165 47
2006 227 175 52
2007 228 182 46
2008 235 187 48
2009 243 195 48
2010 243 199 44
2011 243 199 44
2012 248 206 42
2013 253 210 43


















































































































































































年度 通信（公立） 通信（私立） 計 全定生徒数
1995 97,330 56,653 153,983 4,724,945
1996 96,753 57,762 154,515 4,547,497
1997 98,220 58,138 156,358 4,371,360
1998 100,930 60,611 161,541 4,258,385
1999 104,290 66,722 171,012 4,211,826
2000 107,854 74,023 181,877 4,165,434
2001 109,686 80,446 190,132 4,061,756
2002 107,589 84,503 192,092 3,929,352
2003 105,490 84,616 190,106 3,809,827
2004 96,774 85,011 181,785 3,711,062
2005 93,770 89,748 183,518 3,596,820
2006 91,361 91,156 182,517 3,494,513
2007 89,973 92,622 182,595 3,406,561
2008 88,384 94,895 183,279 3,367,489
2009 88,132 97,980 186,112 3,347,311
2010 86,843 100,695 187,538 3,368,693
2011 84,362 103,889 188,251 3,349,255
2012 80,368 109,050 189,418 3,355,609
2013 75,004 110,585 185,589 3,319,640
















































































年度 15〜19歳 20〜29歳 30〜39歳 40〜49歳 50〜59歳 60歳以上
2005 67.8％ 24.0％ 4.6％ 1.7％ 1.2％ 0.7％
2006 68.3％ 23.8％ 4.6％ 1.5％ 1.1％ 0.7％
2007 69.8％ 23.0％ 4.3％ 1.3％ 1.0％ 0.6％
2008 71.4％ 22.0％ 3.7％ 1.3％ 0.9％ 0.6％
2009 72.2％ 21.2％ 3.6％ 1.4％ 0.9％ 0.7％
2010 73.9％ 20.4％ 3.1％ 1.2％ 0.6％ 0.6％
2011 76.0％ 19.5％ 2.76％ 0.93％ 0.34％ 0.48％
2012 78.7％ 18.7％ 2.79％ 0.95％ 0.33％ 0.44％
2013 77.7％ 17.7％ 2.78％ 1.01％ 0.35％ 0.43％
2014 78.2％ 17.2％ 2.80％ 1.02％ 0.35％ 0.39％
年度 15歳 16歳 17歳 18歳 19歳
2005 10.2％ 15.7％ 21.7％ 12.4％ 10.2％
2006 9.9％ 15.8％ 22.2％ 12.9％ 9.9％
2007 10.9％ 17.0％ 22.9％ 12.0％ 10.9％
2008 11.2％ 17.8％ 23.7％ 11.8％ 11.2％
2009 11.7％ 18.0％ 24.2％ 11.7％ 11.7％
2010 13.0％ 18.6％ 23.8％ 12.0％ 13.0％
2011 13.3％ 20.3％ 24.7％ 11.4％ 6.4％
2012 13.4％ 19.4％ 26.4％ 11.3％ 6.3％
2013 13.8％ 20.5％ 26.0％ 11.3％ 6.6％




15〜19歳 20〜29歳 30〜39歳 40〜49歳 50〜59歳 60歳以上
公立 54.8％ 36.2％ 5.8％ 1.8％ 0.6％ 0.8％




































































































































関心・意欲・態度 思考・判断 知識・理解 運動の技能
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は別の視点に立つと
次のようにとらえ直して教科教育の意義を考えることは
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できないだろうか。①不登校経験等なんらかの理由によ
り健康および身体的発達が不十分のまま高校段階までき
てしまった者にとっては，その発達を回復させる機会，
②他者との関係を回復する機会，③運動技能を高めるこ
とを通して「できる」という自己肯定感を回復する機会，
④それらの回復にともなって，積極的に高校生活を送る
ことが可能となり，ひいては社会参加への意欲と力を培
う機会を与える。それは当該教科が，集団的身体的コミュ
ニケーションを前提とする教科の特質を有し，他教科と
比して面接指導回数が多いことによって担保されている
と考える。
　本論の最後に通信制高校における体育科教育研究に関
して，今後の課題を３点あげたい。１点目は，通信制高
校生の体力・運動能力に関する実態調査分析である。本
論でみてきたように通信制高校には中学卒業後と同時に
入学する層が増加している。彼らの中には義務教育段階
でかような調査に参加していない可能性もあり，通信制
高校に通う若者の実態は正確につかめていないのが現状
である。しかしながら，文科省の新体力テスト実施要領
に基づいて高等学校の生徒を対象各自治体が実施してい
る体力・運動能力に関する実態調査には，通信制高校に
通う生徒は対象外かもしくは各校の生徒の実情に照らし
参加するか各校に判断を委ねている場合が少なくない。
教育課程上調査を実施する時間が取れない状況や他者に
身体的な表出する機会を忌避する生徒の実態ゆえの判
断（配慮）もあるからだろう。筆者としてはまずはデー
タを収集している自治体のデータ分析を実施していきた
い。
　２点目は，より多様な高校で取り組まれている体育科
教育の実践データの収集と分析を行う必要性である。通
信制高校に限定した体育科教育の実践は，学校数が相対
的に少ないこともあり収集が難しい。本論で整理したよ
うに今日の通信制高校は一様には論じることが難しい状
況にあるが，可能な限り高校の多様性を考慮しながら教
育実践データを収集して理論化を行う作業が必要であ
る。３点目は，２点目に関わって通信制高校で行われて
いる体育科教育の原理的な考察である。通信制高校に通
う多様な困難を抱える生徒一人ひとりが体育教育実践を
通して促されていく内的変容の価値について検討してい
くことは，現場で模索をしている保健体育教諭が，制約
ゆえに陥りやすい教育実践の矮小化（「この生徒たちに
はこの程度できればいい」「楽しく体を動かせたと思え
たらそれでよい」）とは異なるダイナミックな実践を構
想していく一助になろう。
付　記
　本研究は「平成26年度北翔大学北方圏生涯スポーツ研
究センター研究費」および「平成26年度科学研究費補助
金・基盤研究（Ａ）課題番号24243072　戦後日本におけ
る中等教育改革の総合的研究」の交付を受けて実施した
成果の一部である。
注
注１　2014年度学校基本調査によれば，公立の通信制高
校77の本務校に養護教諭または養護助教諭の本務者は
19名のみで，兼務者（19名）および協力校（20名）を
合わせてもまだ４分の１の学校には未配置のままと
なっている。
注２　2014年度学校基本調査によれば，修業年別学校数
（計259校）の内訳は，修業年限３年：198校，修業年
限４年以上：61校。公立（計100校）の内訳は，修業
年限３年：52校，修業年限４年以上：48校。私立（計
159校）の内訳は，修業年限3年：146校，修業年限4年
以上：13校。一つの学校に２つの修業年限別の通信制
課程を設置している学校もあるため，通信制高校学校
数231校よりも実数上高くなっている。
注３　2014年度学校基本調査によれば，231校のうち独立
校は98校（うち私立90校），併置校は133校（うち公立
69校）となっている。公私の比率でみると独立校のお
よそ９割が私立である。公立高校のおよそ９割が併置
校になっている。
注４　例えば「平日登校講座」，「日曜講座」，「IT講座」
と面接指導の方法を複数配置して生徒に科目ごとに選
択させる公立通信制高校や，自由に使える時間を活用
したスポーツアスリートや芸能人養成と通信制教育を
組み合わせたコースを設置している広域通信制高校な
ど，多様化が進んでいる。
注５　およそ９割の通信制高校が単位制であり卒業に必
要な単位数を生徒自身の学習進度にあわせて修得する
ことが可能であるため，在籍者数と当該年度の履修者
数は必ずしも一致しない。
注６　2014年10月16日に開催された「文部科学省指定研
究開発公開授業」実地調査にて入手した配付資料をも
とに整理。
注７　前掲注６の資料をもとに整理。
注８　平成26年度「学習のしおり」「履修ガイドブック」「新
入生のしおり」「学習報告課題集体育Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・特」
および体育教諭に実施したインタビュー調査したデー
タをもとに整理。なお，インタビュー調査は，40代後
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半の教員歴24年調査校５年目の男性１名に対して2015
年２月10日神奈川県立横浜修悠館高等学校校内にて実
施。
注９　前掲注８
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